
『日本霊異記』上 持戒比丘修淨行而得現奇験力縁 第廿六 

大皇后天皇之代、有百済禅師、名曰多羅、常住高市郡部內法器山寺、勤修淨行、看病第一、

応死之人、蒙験更蘇、毎呪病者、而有奇異、取錫杖上坂時、立錫杖於錫杖、而互用二物之、

不仆如鑿而樹之、天皇尊重、而常供養、諸人帰依、而恒恭敬、斯乃修行之功、遠流芳名、慈

悲之徳、長存美誉也、 


